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× 大阪府立大学 V-station

堺市北区役所との連携では、2018年、
北区主催の「子ども防災キャンプ
～防災について学ぼう～」において
「やさしい日本語」のレクチャーや
「避難所一泊体験」のサポートを
行いました。参加する子どもが楽しく、
わかりやすく防災について学べるよう
参加学生も創意工夫を施しました。

V-stationでは「防災は地域づくり」をモットーに、
様々な機関と連携し、地域防災活動を行っています。

今回は、これまでのV-stationによる地域防災の取り組みを紹介します！

さかいNPO協働大賞 特別賞を受賞！

「みんな」が
分かる
防災を

やさしい日本語って？
避難、大雨警報、津波…
災害時は様々な言葉が
飛び交うなかで、

日本に住む外国人にも
伝わりやすい日本語を
みんなで考える企画です。

堺市における地域課題の解決などを目的とした
市民活動団体と多様な主体の協働による事業(企画や実施事業）を
募り、市民活動団体を表彰する2019年「さかい市民活動協働大賞
（第３回さかいＮＰＯ協働大賞)において、この度、府大V-stationは
「地域防災」の取り組みが評価され、「特別賞」を受賞しました！

府大V-stationでは、「防災コミュニティを作り上げる」を目的に、
学生を中心とした災害チームが主体となって、地域の自治会、自主
組織、学校園等と連携しながら多様な活動を行っています。
これまでの活動をこのように評価していただき、今後も地域のみなさん
と連携しながら一層の発展をめざして取り組んでいきます！
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土師校区の自主防災会とは2015年以降
防災訓練等において協働を続けています。
子どもたちに楽しみながら防災について
学んでもらうため、
「イザ！カエルキャラバン！
～めざせ！防災マスター～」を実施。

そのほか、屋根のブルーシート張り講習
を日本赤十字社や堺市社会福祉協議会と
一緒に企画するなど、毎年新たな要素を
加えながら連携を進めています！

「イザ！カエルキャラバン！
～めざせ！防災マスター～」って？

このプログラムは「特定非営利活動
法人プラス･アーツ」からノウハウを
学び、V-stationが実施地域の住民と
協働して行っているものです。
ゲーム性を高めた防災体験ゲームと
おもちゃの交換会を組み合わせたも
ので、子どもたちとそれを見守る
親御さんにも防災の知識を得てもら
うことを目的としています。



そのほかの様々な取り組み！
カエルキャラバン以外にも、被災地支援をはじめ様々な活動を行っています。

学生の声から生まれた復興支援イベント「3.11さかい灯りの花広場」では、
毎年多くの人と連携し、新たな要素を取り入れ開催しています。

【お問合せや活動相談などはこちらまで！】
大阪府立大学ボランティア・市民活動センターV-station

TEL：072-254-7484／平日 9:00～17:45
Mail：volunteer@ao.osakafu-u.ac.jp

３.11 さかい灯りの花広場

被災地支援活動
被災地に赴き、現地の社協や活動団体と
連携しながら復興支援を行っています。
令和元年台風19号で大きな被害を受けた
長野県には大阪市立大学と合同でボラン
ティアバスを運行。学生や留学生、職員
が参加しました。現地では「信州農業
再生復興ボランティアプロジェクト」や
「被災地を写真でつなぐ実行委員会」に
協力。農業支援活動や写真洗浄活動を通
し現地で活動するノウハウを学びました。

「東北から離れた堺でも震災を風化させな
いようにしよう、自分たちに何かできるこ
とはないか」という学生の思いから始まり
2012年から毎年3月11日に、様々な団体と
連携し開催しています。音楽を通して
“できること”を考える「祈望のライブ」
東北物産を販売し、収益を現地支援に寄付
する「祈望のマーケット」、堺から復興を
祈りながら灯す「祈望のキャンドル」の
3つから構成されています。


